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業務課題は検査漏れの
撲滅
極東産機は、畳業界・インテリア施工
業界のニーズに合わせたオリジナル製品
を開発・製造している。工場では、畳・
インテリアの施工時に利用する機械を製
品として製造している。製品製造時の検
査段階で、各検査項目の検査結果の記録
を用紙に記入していたが、記入漏れが
あった場合でも誤って完成処理されてし
まうケースが見られた。
このため社内では、「検査チェック漏
れまたは不合格の項目があれば、次の工
程へ進まないようなシステムはできない
か」「検査記録をタブレットなどでその
場で入力したい」「検査項目の追加や改
定を迅速に行いたい」「検査記録結果を
画面で確認したい」といった要望が多
かった。
以前、取引先とのWeb-EDIを JC/400
で構築したこともあり、JC/400 の後継
製品でタブレットにも対応している
SmartPad4i（以下、SP4i と記載）の採

用を決めた。
採用決定理由は、次のとおりである。

（1）‌�JC/400 のスキルをそのまま活かせ
る

（2）‌�iPad などモバイル端末のシステム
を開発できる

（3）‌�IBM i とリアルタイムにデータ処理
できることで、検査チェック漏れが
あれば、次の工程へ進まないシステ
ムの構築が可能である

システム構築・運用に
おける問題点と対策
SP4i と iPadによる工場での製品検査
システム構築に際して、以下の課題を洗
い出し、その対策を行った。

【課題1】‌�タブレットを工場内の各検査
場所で使用したい。

【対策1】‌�工場内に無線 LAN環境を増
強した。

【課題2】‌�タブレットは iPadを採用した
が、作業者が iPad操作に不慣
れで馴染めない。

【対策2】‌�iPad に馴染むため、若手中心
で iPadの使用方法の講習会を
開催した。教育を受けたメン
バーから、他のメンバーへ指
導してもらうこととした。

【課題3】‌�製品（機械）の種類（以下、
機種）によって検査項目が異
なる。

【対策3】‌�機種ごとの検査項目を IBM i 
のマスタに登録する。ユーザー
自身がPC端末から IBM i に
登録できるようにした。

【課題4】‌�検査によっては数値の記入が
必要なものがある。

【対策4】‌�数値入力にも対応できるよう
にした。また入力した数値に
よって、自動的に合否を判定
できるようにした。
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製造機器メーカーとして創業以来、
職人さんの快適な職場環境作りと消
費者の豊かな生活空間作りを 2 本
柱として、伝統技術と先端技術の融
合により、ユニークなオリジナル商
品を開発。畳製造機器はもとよりイ
ンテリア施行省力機器、カーテン縫
製機器等、幅広く事業を拡大してい
る。

012_017_migaro_Award_極東産機_再.indd   12 18/10/11   15:17



13

図2　2回目検査および写真連携

図1　検査担当者・承認者別メニュー
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た。結果として、検査合格品の場合にの
み製品完成の入力が可能となる仕組みづ
くりができた。

直感的な操作性によるスムーズな運用
直感的に操作できる画面であるのに
加え、iPadの操作説明会を事前に何回
か実施したこともあり、運用開始後の問
い合わせはほとんどなかった。担当者、
確認者、承認者別のメニューも、各メ
ニューの用途が一目でわかるようにコメ
ントなどを工夫した。【図1】
またスマホの操作に慣れていたメン
バーが多いことも、順調に運用が開始で
きた要因と考えられる。

iPad の利点
検査の都度、所定のパソコン設置場所
へ登録しに行く必要がなく、iPadだけ
で入力できる【図 2】。また検査結果入
力後に、誰が検査したかを手元の iPad
からすぐに確認できる【図5】。このため、
iPadを利用した本システムは現場から
は好評だった。

今後の展望
iPad を活用した生産現場の在庫管理
システム（IBM i）を SP4i で構築済み
だが、現在、このシステムのリニューア
ルに取り組んでいる。改善のポイントは、
ハンディターミナルでは実現できなかっ
た画面の情報量と操作性を iPadと iPad
用のバーコードスキャナにより実現する
こと。これにより、在庫管理をさらに効
率化する予定である。
今後とも、タブレット活用による生産
現場での作業効率向上と見える化できる
システム改善をさらに推進していきた
い。
� M

アウトを iPadの入力画面上に
表示し、その画面に検査結果
を入力することとした。【図3】

スムーズな稼働へ
向けての工夫
今回の iPad 検査システム開発プロ
ジェクトを進めるにあたり、考慮した点
を記載する。

（1）‌�検査対象製品を1機種限定で運用開
始することとし、そのために必要な
システムの要望事項を絞り込み、シ
ステム構築を進めた。

（2）‌�検査項目のマスタ化を関連部門と進
め、合否判定や数値入力、写真添付、
図面添付などデータ整備を進めた。
また、類似の機種は検査項目が共通
である場合が多いので、検査項目の
登録機能も共通化できるようにし
た。

（3）‌�iPad の操作方法などシステム運用
に詳しい現場メンバーを数名、事前
に教育した。

（4）‌�iPad からの入力をできるだけコー
ド化することにより手入力を簡素
化し、入力作業が負担にならないよ
うにした。【図4】

（5）‌�システム作成における疑問点を解消
する。SP4i の開発テキストには、
よく使用する機能の解説や事例が
あるため、テキストを読むだけでほ
とんどの問題点を解決できた。エ
ラーの原因が推測できない場合は、
ミガロ.のテクニカルサポートを積
極的に活用した。このサポートによ
り、計画を遅らせることなく進めら
れた。

SP4iの活用による
製品検査チェックシステ
ム本稼働の所感

「検査チェック漏れ防止」という目標の
達成
検査担当（iPad）→確認担当（iPad）
→承認者（iPad）→製品完成の入力（PC
端末）のワークフローが確立し、検査
チェックの入力漏れや検査結果が不合格
であれば、次の段階へ進めないようにし

【課題5】‌�すべての機種の検査について、
紙のチェックリストから iPad
でのチェック入力に変更でき
るか。

【対策5】‌�機種ごとに具体的な検査項目
が違うため、まずは主要 1機
種に限定し iPadに切り替えて
運用することにした。その後、
計画的に iPadで検査入力する
機種を増やすことでスムーズ
に移行できた。

【課題6】‌�検査チェックシステムの承認
機能を iPadシステムでどのよ
うに実装するか。

【対策6】‌�紙で運用していた場合は検査
担当者、確認者、承認者と検
印していた。iPadではログイ
ン IDによって、メニューを分
けることで対応した【図 1】。
入力時の情報（いつ・誰が）
は自動記録されるので、入力
した際の情報の照会・確認が
可能になった。

【課題7】‌�重点検査項目についてはダブ
ルチェック（他の担当が再度
チェックして記入する）を行
う必要があるが、同じ運用が
可能か。

【対策7】‌�各機種の検査項目の登録で、
ダブルチェックが必要な項目
を検査項目として登録する。
基本的な検査チェックの入力
項目は、1回目のチェックで
入力し、別の担当者が 2回目
のダブルチェック項目だけを
入力することとした。【図2】

【課題8】‌�検査項目によっては、合格時
の写真を見たい場合があるが
対応は可能か。

【対策8】‌�入力画面に写真有無の項目を
設置し、写真「有」をタップ
すると合格時の写真を表示さ
せることとした。【図2】

【課題9】‌�紙の運用では特定の機種の検
査時に、図面に検査結果を記
入している。iPadで同様の対
応が可能か。

【対策9】‌�従来の紙の図面と同等のレイ
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図4　検査チェック入力状況照会

図3　紙の図面の内容をiPad上に表示
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図5　検査結果の詳細照会
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